
序 章 環境トピックス 

- 1 - 

 

序章 環境トピックス 
 

道では、「北海道環境基本条例」に基づき、よりよい環境を未来に引き継ぐための基本的な計画

として、平成10年（1998年）に「北海道環境基本計画[第１次計画]」を策定し、その後、関連施

策の見直しなどを行い、平成20年（2008年）に第2次計画、令和３年（2021年）に第3次計画

を策定しました。 

これらの計画の下で各種施策を講じてきたことにより、大気環境や公共用水域等の水環境は概ね

良好な状態が保たれ、知床世界自然遺産などすぐれた自然環境が多く残されているなど、目標達成

に向けた取組が順調に推移している分野がある一方、地球温暖化や野生動物とのあつれきの発生な

どといった様々な課題も残されています。 

本章では、こうした課題の解決に向けて道が進めている主な取組と、平成22年（2010年）の事

業開始から15年目となる北海道e-水プロジェクトの取組についてご紹介します。 

 

 
１ ゼロカーボン北海道の実現に向けた取組について 

 

  

○北海道地球温暖化防止対策基金について 

 道では、地球温暖化防止対策の推進により、令和12年度（2030年度）までに、平成25年度

（2013年度）比で温室効果ガスの排出量を48%削減し、令和32年（2050年）までに温室効

果ガスの排出量の実質ゼロ（温室効果ガスの排出量と森林等の吸収量の均衡が保たれていること）

を目指すゼロカーボンとともに、環境の保全、経済の発展及び道民生活の向上が図られた持続可能

で活力あふれる北海道である「ゼロカーボン北海道」の実現に向け取り組むこととしています。 

 この目標を達成するためには、道をはじめ、道民、事業者、市町村など全ての関係者が取組をよ

り一層加速する必要があり、一定期間、安定的かつ継続的に地球温暖化対策を推進していく観点か

ら、道では、令和５年度（2023年度）に、北海道地球温暖化防止対策基金（通称、ゼロカーボン

北海道推進基金）を新たに設置し、道、市町村、事業者、道民等の多様な主体の協働による社会シ

ステムの脱炭素化、豊富な再生可能エネルギーの最大限の活用、森林等による二酸化炭素吸収源の

確保の取組を重点的に行っています。 

今後も引き続き、地域における再生可能エネルギー等の導入支援や環境・エネルギー産業の振興、

ゼロカーボンを担う人材育成などを行い｢ゼロカーボン北海道｣の実現に向け、取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■主な取組例 
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○ヒグマ対策について 

ヒグマの個体数は、平成２年度（1990年度）以降増加傾向にあり、また、人身事故の発生や人

里への出没多発など、人とヒグマのあつれきは高まっています。 

 このため道では、組織体制の強化を図るため、令和４年度（2022年度）にヒグマ対策室を設置

し、令和５年（2023年）10月からは、14（総合）振興局の職員をヒグマ対策室に兼務発令を行

い、本庁・振興局が一体となり機動的に市町村を支援する体制を構築しています。また、市町村や

道警察などに参加を呼びかけ、市街地への出没を想定した対応訓練や、解決が困難な事案に対する

専門家の派遣、さらに個体数の推計の精度向上に向けて、AI 技術により個体を識別する事業などを

行っています。 

 国では、令和６年（2024年）４月 16日に、クマ類を指定管理鳥獣への指定を行い、被害防止

対策を推進することとしており、道では、国とも連携し、より実効性のあるヒグマ対策の充実・強

化に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○エゾシカ対策について 

道内のエゾシカの推定生息数（南部地域（後 

志、渡島、檜山管内）を除く。）は、平成26

年度（2014年度）の 77万頭をピークに一

旦減少しましたが、平成30年度（2018年

度）の 65万頭から令和４年度（2022年度）

には72万頭に、また、農林業被害も平成23

年度（2011年度）の約64億円をピークに

減少傾向にありましたが、令和元年度（2019

年度）の約 38 億円から令和４年度（2022

年度）には約 48 億円に、いずれも増加に転

じているところです。さらに、エゾシカに起

因する交通事故や列車の運行支障の件数も令和５年（2023年）に過去最高に達するなど、道民に

も広く影響が及んでおります。このように、人とエゾシカとの軋轢が深刻化していることから、令

 
２ 野生動物とのあつれき低減に向けた取組について 

 

  

■農地周辺に出没するヒグマ 

■道路を横断するエゾシカ 

■河川で採餌するヒグマ 
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和６年（2024年）１月から令和８年（2026年）12月までの３年間を、道のエゾシカ対策推進

条例に基づく「緊急対策期間」として設定することとし、この間、捕獲を中心に対策を強化してい

くこととしました。 

一方、捕獲対策の強化により、捕獲個体数の増加が予想されることから、これを地域資源として

有効に活用するための取組の推進も課題となっています。道では、おいしくて安全安心なエゾシカ

肉を提供できるよう、北海道独自のエゾシカ肉処理施設認証制度により事業者の能力やスキルの底

上げを図り、より高度な衛生管理や処理を通じた食肉の流通を目指すほか、エゾシカ肉を活用した

商品の開発の促進、品質向上に向けた検討なども進めているところです。さらに、広く道民の皆様

に、エゾシカ肉のおいしさや、捕獲したエゾシカを資源として有効活用することへの理解を深めて

いただくため、小中学校などでの試食や、皮革や角を用いたクラフト体験ができる出前講座を実施

するなど、消費や利用の拡大につなげていく取組も進めていきます。 

 

 
３ 北海道e-水プロジェクトの取組について 

 

  

本道の豊かな水資源の恵みは、環境保全だけではなく生物多様性にとっても非常に重要であり、

環境を保全し、この豊かな｢水｣を中心とした自然環境を守り未来に引き継いでいくことが必要です。 

道と北海道コカ･コーラボトリング株式会社では、平成21年（2009年）11月に締結した「環

境保全に関するパートナーシップ協定」に基づき、平成 22年（2010年）から道と同社及び公益

財団法人北海道環境財団の三者協働により、本道の豊かな水資源と豊かな自然を守る取組である「北

海道ｅ-水プロジェクト」を実施しています。 

本プロジェクトでは、環境保全活動を行う団体が実施する、水質浄化などの環境保全活動や環境

教育のための観察会、生態系に配慮した川づくり、在来種の回復・外来種の駆除といった道内の水

辺（川、海、湖沼など）における取組に対して、令和５年度までに延べ 179 団体の活動を支援し

ています。 

毎年11月には、活動内容の情報発信や活動団体間の交流を図り活動の輪を広げる場として、「北

海道ｅ-水フォーラム」を開催し、活動団体からの活動報告のほか、水環境保全に関連する多様な分

野で活躍する有識者による基調講演も行っており、広く道民の皆様に本道の豊かな水資源や美しい

自然環境を未来に引き継ぎ、持続可能な社会を実現することの重要さについて考えてもらう貴重な

機会となっています。 

また、事業開始から 15年目となる令和６年度（2024年度）の事業からは、水資源の未来を担

うリーダーの育成を目指し、若者世代の自主的な取組を支援する助成コースを新設しており、令和

６年（2024年）4月19日には、支援団体として採択された全18団体が一堂に会して活動内容

を発表し情報共有するためのキックオフミーティングを札幌市内で開催しています。 

さらに、取組の趣旨や活動内容を広く周知するため、北海道を応援するキャラクターである「雪

ミク」が「北海道e-水プロジェクト」のアンバサダーに就任し広報活動を行っており、水資源の重

要性をより多くの道民に知ってもらい、環境保全活動への理解を広げていくため、引き続き「北海

道ｅ-水プロジェクト」に取り組みます。 
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※ その他の企業の方々と協働した取組は、「第５章 共通的・基盤的な施策」の 100ページに記

載しています。 

                                  

北 海 道協定締結

協働で事業実施

連 携

（事業企画）

売上の

一部を寄付

(公財) 北海道環境財団

北海道コカ・コーラボトリング㈱

地域の活動団体と協働で実施

後援

協力

地域の活動団体

＜団体例＞
・こどもエコクラブ

・○○川を守る会

・ＮＰＯ法人 等

地域（水辺）で

清掃活動、植樹、

学習会、観察会

などを実施

実

施
「キックオフミーティング」

の開催（毎年４月）

「北海道ｅ-水フォーラム」の

開催（毎年１１月）

道民（親子など）

後援

協力

情報の共有・意識の向上・活動の輪の拡大

本道の水と自然環境の保全

参加

事 業 の イ メ ー ジ

取組事例

発表

■事業イメージ 

 
■助成団体の活動の様子 

 

■アンバサダー就任発表時の様子 

 


